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　各　位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　積水化成品工業株式会社

　　　　

　　　　　有機微粒子ポリマー「テクポリマー」生産設備の増強工事完了について 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜はじめに＞ 

 　積水化成品工業㈱では、機能性材料事業を重点分野として注力しております。その中で急成長の液晶関連市場や大型テレビなどの光拡散用有機微粒子ポリマー「テクポリマー」の拡販に対応すべく、滋賀工場(滋賀県甲賀市水口町）にて進めていました生産設備の増強工事が完了し、2005年7月より稼働を開始しましたのでお知らせいたします。

（1）設備増強の概要

　生産拠点　：滋賀工場（滋賀県甲賀市水口町）

　生産能力　：　　　　　年間　　８００トン　　

　　　　　　　今回増設分　　　　６００トン　

　　　　　　　　　計　　年間　１４００トン

　設備投資額：　　約　９億円　　

（2）製品概要

　当社の機能性微粒子ポリマー「テクポリマー」は、真球状を主体とする有機微粒子ポリマーで粒子直径は３～１００ﾏｲｸﾛﾒｰﾄﾙ（１ﾏｲｸﾛは100万分の１＝ﾐｸﾛﾝ）で、スチレンやメタクリル酸メチルなどの各種疎水性ビニルモノマーをベースに、独自の重合技術で製造しており、以下のような特徴を有しております。

1 各種樹脂に添加して、光拡散性を任意に調整できることから、大型テレビのスクリーンや液晶ディスプレーの光拡散剤として使用されます。
2 微粒子の流動性、分散性、滑り性に優れていることから、塗料やインクに添加することで艶消し効果や表面のデザイン性向上が可能。
3 化粧品にも使用可能で、優れた触感や滑り性、吸着性の付与、また光散乱性能からソフトフォーカス効果も期待できる。
4 各種フィルムの光の反射低減、ブロッキング性の低減、スリップ特性の付与等で、フィルム生産上の課題解消やフィルムの特性向上が可能。
（3）市場背景
　・液晶ディスプレイ(液晶ﾓﾆﾀｰやﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝ用)は、２００４年世界で６７６４万台（前年対比１３６％）、
　　今後の予測は２００７年１億２４１４万台（０４年対比１８４％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[社団法人電子情報産業協会(JEITA)予測］
　・液晶カラーテレビは、日本国内２００４年２６７万台(前年比１７４％）、

　　世界では２００４年７９８万台、２００５年には１４３０万台、２００６年には２３００万台　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[社団法人電子情報産業協会(JEITA)予測］
　・プロジェクションテレビは、２００４年世界で５４０万台、２００７年には６４０万台
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[スクリーン生産各社推定］
　・塗料分野では、建築外装用途は住宅着工件数下げ止まり、プラスチック塗料用途は艶消しブームが

　　下火となるが、自動車内装用途で触感改良の要望があり、軟質系粒子での伸びが期待できる。
・化粧品分野は市場が安定成長しており、高機能性商品と安価商品の二極化傾向で、高機能の有機微粒子は今後も伸びが期待できる。
　現在、有機微粒子ポリマーは上記の市場背景の中で、特にＩＴ・デジタル家電市場の成長の取り込みおよび塗料分野、化粧品分野などの伸びにより、光の拡散性向上や触感改良の添加剤としてますます高機能化が求められています。

　当社では市場ニーズに対応したＭＢＸシリーズ・ＳＢＸシリーズに加え、様々な形状を制御した有機微粒子ポリマーの開発を行っております。「形状制御微粒子」としては、２００３年４月に「非真球状微粒子ＬＭＸシリーズ」をラインナップし市場展開しており、光学機能で一部ユーザーに採用して戴いております。更には、微粒子表面および内部に微小な孔を有する多孔質微粒子「ＭＢＰシリーズ」の上市に引き続き、新たに柔らかな触感を有する多孔質微粒子「ＡＣＰシリーズ」を開発し、市場展開を開始致しました。いずれも形状からくる新たな機能付与が期待できるものです。

　当社は、今後も顧客と密着した開発体制を強化し、有機微粒子ポリマー事業の強化・拡大に注力していきます。
(４)売上規模

　　　　　２００４年度：年間　２９億円

　　　　　２００５年度：年間　３２億円想定

　　　　　２００６年度：年間　３９億円想定

(５)問合せ先
　　　　　　総務部（広報）　　　河村　　　　　ＴＥＬ：０６－６３６５－３０１4（直通）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上
　　　　　　　　　　２００５年7月13日

各　　位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　積水化成品工業株式会社

　　　　　　　　　《 形状制御微粒子の開発》

　当社では市場ニーズに対応した真球状微粒子「ＭＢＸシリーズ」・「ＳＢＸシリーズ」に加え、様々な形状を制御した有機微粒子ポリマーの開発を行っております。「形状制御微粒子」としては、両凸レンズ形状の「非真球状微粒子ＬＭＸシリーズ」を市場展開しており、特異な形状を生かした光学機能で、一部ユーザーに採用いただいております。

　更には、当社独自の粒子形状制御技術の確立によって得られた、微粒子の表面および内部に多孔質形状を有する微粒子ポリマー「ＭＢＰシリーズ」は、多孔質形状からくる吸着特性や光の拡散性能の向上などの性能が加わり、化粧品用添加剤や塗料・インク等の艶消し剤など様々な分野で新規な効果が期待されます。

　新たに開発した「ＡＣＰシリーズ」は、柔らかな触感を有した多孔質微粒子であり、特に吸油特性に特徴を有しております。オレイン酸（皮脂成分）の吸着特性に優れているため、化粧品分野においては触感の改良および皮脂吸着の機能を利用した商品へのサンプルワークも開始しており、良好なご評価をいただいております。今後は、さらに顧客提案を続け、新規にご採用戴くよう進めていく計画です。

　
「 製品名 」

          テクポリマー ＭＢＰシリーズ

　　　　　テクポリマー ＡＣＰシリーズ（軟質タイプ）　

「 製品の形状 」
      ・アクリル系架橋微粒子
      ・多孔質状の形状（粒子表面および内部に微小な多数の孔を有する）
      ・平均粒子径は５～１００μm程度の間で調整可能

　　　

「 特徴（当社従来品のテクポリマーMBXシリーズ(真球状微粒子)と比較して） 」

　　項目
　MBXシリーズ

　　（真球状）
　　　形状制御微粒子（多孔質微粒子）



MBPシリーズ
ACPシリーズ

比表面積

（m2/ｇ）
　　　０．８
　　　８５

　（調整可能）
　　　１０

　（調整可能）

あまに油吸油量

（ml/g）
　　６０～７０
　１４０～１５０

　（調整可能）
　１４０～１５０

　（調整可能）

オレイン酸吸油量

（ml/g）
　　６０～７０
　１４０～１５０

　（調整可能）
　２００～２２０

　（調整可能）

粒子の光散乱性

（０°方向強度

　角度－４５°入射時）
　　　４０％

　　　５０％

　（１０％向上）
　　　７０％

　（３０％向上）

塗膜のグロス

（微粒子　10％添加時）
　　　４４
　　　　４
　　　　６

微粒子強度（S10）

　（相対強度）
　　　　１
　　　０．５
　　０．１６

　「 具体的なメリット 」

　１）例1
　　　液晶ディスプレー等の光拡散剤として使用した場合に、高い光拡散効果を期待できます。

　　　※微粒子表面および内部の孔による、光の拡散効果を期待できます。
　２）例2

　　　塗料・インクの添加剤として使用した場合には、通常の真球状微粒子を用いた場合に比べ、高い艶消し効果を示します。

　　　※真球状粒子に比べ少ない添加量でも、光を散乱させる効果を発揮します。
　　

　３）例3
　　　化粧品用の添加剤として使用した場合には、通常の真球状微粒子を用いた場合に比べ、多孔質形状からくる、さらさらとした触感および皮脂成分の吸着効果が期待できます。

　　　※新たに開発した軟質タイプの「ＡＣＰシリーズ」では、柔らかな触感付与も期待できます。

　４）例4
　　　化粧品用途では、ソフトフォーカス効果（シワ隠し）を期待できます。

　　　　（粒子表面および内部の微細な孔により、紛体自体の光散乱性が高い。）

　　　※真球状微粒子に比べ、光を散乱させる効果が高い。
「 用途分野および使用例 」

分野
使用商品
使用例

光拡散剤
液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ


有機溶剤中に分散し、バインダー樹脂とともにコーティング。



塗料
建材向け塗料

TV、オーディオ等家電キャビネット艶消し塗料
塗料に配合し、コーティング。

化粧品
ファンデーション

乳液
他の顔料等とファンデーションに添加。

　

《 今後の予定 》
· 上記の多孔質形状の微粒子に加え、現在さまざまな形状制御技術をもとに、ユーザーから見た価値の向上に向けて開発を行っており、今後も有機微粒子ポリマーの品揃えを進めます。

【 問い合わせ先 】

　積水化成品工業㈱

　　第３事業本部　機能性ポリマー事業部　機能性ポリマーＧ（東京）　担当　佐久間、竹内、上原、　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　03-3347-9695　FAX　03-5322-3861

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機能性ポリマーＧ（大阪）　担当　橋詰、添田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　06-6365-3046　FAX　06-6365-3109

　　　

　　総務部（広報）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　河村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　06-6365-3014　FAX　06-6365-3114
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

